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小
笠
原
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６ 

 

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
３
月
か
ら
５
月
10
日

ま
で
の
間
「
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
と
し
て

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
島
内

外
か
ら
盛
り
上
げ
る
た
め
の
様
々
な
企
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
郷
土
芸
能

披
露
と
ク
ジ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
発
表
会
を
行
い
ま

す
。 

 

さ
ら
に
今
年
は
、
東
京
都
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
登
場
し
ま
す
。
ジ
プ
シ
ー
音
楽
や
パ
ン
ト
マ
イ

ム
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

 
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
夜
店
も
出
店
し
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
５
日
（
日
）
午
後
６
時
～
８
時
45
分 

【
場
所
】
大
神
山
公
園 

お
ま
つ
り
広
場 

 
 
 
 
 
 
（
荒
天
の
場
合
は
船
客
待
合
所
） 

【
出
演
】  

 

○
ボ
ニ
ン
囃
子 

 

○
ボ
ニ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

 

○
ナ
ァ
・
プ
ア
・
ナ
ニ
・
オ
・
マ
ク
ア 

 

○
南
洋
踊
り
保
存
会 

 

○
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

 

○
ケ
チ
カ
・
ブ
ラ
ス
カ
（ジ
プ
シ
ー
音
楽
）  

 

○
ハ
ッ
ピ
ィ
吉
沢
（コ
メ
デ
ィ
・
マ
ジ
ッ
ク
） 

 

○
バ
ー
バ
ラ
村
田（
マ
イ
ム
＆
ダ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
） 

 

○
目
黒
陽
介
（ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
）  

 

◎
ク
ジ
ラ
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て 

  

３
月
か
ら
５
月
10
日
ま
で
の
間
、
大
村
地
区
の
電

柱
に
「
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
」
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（旗
） 

を
取
り
付
け
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
に
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る

も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工･

観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

【
日
時
】
３
月
５
日
（
日
）  

 
 
 
 

午
前
10
時
か
ら
物
産
売
切
れ
次
第
終
了 

【
会
場
】
母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺 
 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

３
―
２
１
１
１ 

 
             

年
金
受
給
者
現
況
届
の
提
出 

 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、毎
年
１
回
「年
金
受
給

者
現
況
届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

現
況
届
の
用
紙
（は
が
き
）は
、
誕
生
月
の
初
旬
に

本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、住
所
・氏
名
な
ど

を
記
入
し
、
そ
の
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
こ
の
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
遅

れ
る
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

※
用
紙
を
紛
失
し
た
場
合
や
諸
事
情
等
に
よ
り
提
出

が
遅
れ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
都
内
の

全
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆
様
が
会
費

を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
に
見
舞
金
を

受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

３
月
か
ら
加
入
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
加
入
申
込
書
は
、
各
ご
家
庭
に
配
布
い
た

し
ま
す
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
額
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 村
営
バ
ス
事
業
の 

業
務
委
託
に
か
か
る
説
明
会 

  

村
営
バ
ス
事
業
は
、
６
月
よ
り
業
務
委
託
を
行
な

い
ま
す
。
委
託
業
務
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
及

び
入
札
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
次
の
日
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

2/24現在 

父島 

82.5/100 

母島  

81.3/100 

1月気象状況    （父島）

最高気温   23.7℃ 

最低気温   11.5℃ 

平均気温   17.3℃ 

平均湿度   66％ 

月降水量   57.5mm

住民基本台帳登録者数（2/1）   

             2,360人 

             父島      母島   

  人口      1,919人   441人 

  世帯      1,026人  236人 

短期滞在者     53人     20人 

ＮＯ．５１０ 

平成1８年(2006) 

３/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

昨年の母島フェスティバル風景。野菜詰め合わせパック(１５０円)

やパッションフルーツなどに加え、バチマグロをサクで販売しまし

た。また、漁協から亀の煮込みが試食として振舞われました。
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程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
入
札
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
10
日
（
金
）
午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

※
入
札
は
三
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

  

２
―
３
１
１
４ 

 

軽
自
動
車
等
の
届
出 

 

１ 

軽
自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・
軽
自
動
車
）
の

所
有
者
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。 

【
車
両
を
人
に
譲
っ
た
時
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

○
名
義
の
変
更
の
届
出 

【
車
両
を
廃
棄
等
し
た
時
】 

○
廃
棄
の
届
出
（
標
識
の
返
納
） 

【
車
両
の
定
置
場
変
更
等
の
異
動
が
あ
っ
た
時
】 

○
定
置
場
等
の
変
更
手
続
き
な
ど 

 

こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
な
届

け
出
を
さ
れ
な
い
と
、
島
外
搬
出
な
ど
に
よ
り
廃

棄
済
み
の
車
両
や
人
に
譲
っ
た
車
両
の
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
車
両
の
紛
失
や
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
有
者
と
し
て

登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

２ 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
主
た
る
定
置
場
の

市
区
町
村
で
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
４
月
２
日
以
降
に
譲
渡
・
廃
棄

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。（
本
年
の
場
合
、
４
月
１

日
は
休
庁
日
で
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
３
月
31
日

ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。） 

●
問
合
せ
先 

 
 

軽
自
動
車
等
に
係
る
税
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
村
役
場
税
務
係
ま
で
。 

軽
自
動
車
等
の
届
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、車
両
の
種
別
ご
と
に
次
の
表
で
ご
確
認
の
上
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                         
   
 小

笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・条
件
、
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
奨
学
生
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
届
出
の
内
容
（
本
人
や
連
帯
保
証
人
の
住
所
そ
の

他
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
休
学
・
復
学
・

転
学
・
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。 

○
毎
学
年
の
は
じ
め
に
「
在
学
証
明
書
」
の
提
出
、

今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
者
は
、
「
学
資
金

借
用
証
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 
 

【
出
張
期
間
】
２
月
９
日
～
19
日 

○
国
・
都
関
係
機
関
打
ち
合
わ
せ 

○
東
京
都
町
村
会
等
会
議
出
席 

○
東
京
都
島
嶼
町
村
会
等
会
議
出
席 

他 
 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

  
２
０
０
９
年
５
月
ま
で
に
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
国
民
が
裁
判
員
と
し
て
、
裁

判
官
と
一
緒
に
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
で
す
。 

 

裁
判
員
が
参
加
す
る
裁
判
は
、
殺
人
や
強
盗
致
死

な
ど
の
重
大
事
件
に
関
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
い
、

被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
や
、
有
罪
な
ら
ば
ど
ん
な
刑

に
す
る
べ
き
か
決
定
し
ま
す
。 

 

裁
判
員
は
20
歳
以
上
の
全
国
民
の
中
か
ら
、
抽
選

に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。 

※
小
笠
原
村
役
場
と
母
島
支
所
に
、
裁
判
員
制
度
に

つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
区
検
察
庁
総
務
課（
裁
判
員
制
度
広
報
担
当
） 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
５
６
１
１（
内
線
６
２
１
２
）  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
20
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域 

設
定
委
員
会
の
開
催 

  

林
野
庁
で
は
、
世
界
的
に
貴
重
な
小
笠
原
固
有
の

森
林
生
態
系
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
有
林

を
対
象
と
し
て
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
を
検

討
す
る
た
め
の｢

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
設
定
委
員
会
（第
１
回
）｣

を
開
催
し
ま
す
。 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
13
日
（
月
）
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３  

車  種 種   別 問い合わせ先 

原動機付自転車 

50cc以下(一種) 

50cc超90cc以下(二種･乙)

90cc超125cc以下(二種･甲)

ミニカー 

小型特殊自動車 農耕作業用及び特殊作業用 

小笠原村役場財政課税務係 

       TEL ２－３１１２ 

※転出した場合は、転出先の市･区役

所、町･村役場の軽自動車税担当係

二輪小型自動車 250ccを超えるもの 

二輪車(125cc超250cc以下)

関東運輸局東京運輸支局 

品川区東大井１－１２－１７ 

TEL ０５０－５５４０－２０３０ 

軽 自 動 車 三輪車(660cc以下) 
 

四輪車(660cc以下) 

軽自動車検査協会東京主管事務所 

港区港南３－３－７ 

TEL ０３－３４７２－１５６１ 
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東
京
都
職
員
募
集 

  

東
京
都
で
は
、次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、採
用
案
内
（ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
支
庁

で
配
布
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
職

種
】
海
技 

 

【
採
用
人
員
】
若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

漁
業
調
査
指
導
船｢

興
洋｣
の
甲
板
作
業
等 

（
主
と
し
て
厨
房
作
業)  

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー 

【
受
験
資
格
】 

 

○
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
者
（４
月
１
日
現
在
） 

 

○
海
技
従
事
者
免
許
ま
た
は
当
該
業
務
に
必
要
な

能
力
を
有
す
る
者 

【
試

験

日
】
３
月
10
日
（
金
） 

【
試
験
会
場
】
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎  

 
 
 
 
 
 
 

（
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１
） 

【
申
込
期
限
】
３
月
６
日
（
月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係  

２
―
２
１
２
１ 

http://w
w

w.soum
u.m

etro.tokyo.jp/ 
07ogasaw

ara/index.htm
 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
春
の
特
別
展 

【
鯨げい
達
者

た
っ
し
ゃ

～
な
ん
で
も
わ
か
る
ク
ジ
ラ
展
～
】 

《
日
時
》
３
月
４
日
（
土
）～
４
月
19
日
（
水
） 

 

詳
し
く
は
、街
中
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
講
演
会 

 
 

【
カ
メ
ラ
マ
ン
と
追
い
か
け
た 

小
笠
原
と
世
界
の
ク
ジ
ラ
た
ち
】 

―
故
・
望
月
昭
伸
氏
と
の 

撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
― 

 

《
日
時
》
３
月
20
日
（
月
）
午
後
７
時
～ 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
講
師
》
友
松
こ
ず
え
氏 

【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ソ
ン
グ
】 

 

《
日
時
》
３
月
31
日
（
金
）
午
後
７
時
～ 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
講
師
》
山
田
裕
子
氏 

 

◎
観
察
会 

 

【
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
】 

 

―
自
然
観
察
＆
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
― 

 

《
日
時
》
３
月
11
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

 

《
講
師
》
吉
井
信
秋
氏 

 

《
コ
ー
ス
》
初
寝
浦
遊
歩
道
（初
寝
浦
海
岸
清
掃
） 

 

《
持
ち
物
》
お
弁
当
・
飲
み
物 

【
海
藻
観
察
会
】 

 
―
採
っ
て
・
食
べ
て
・
学
ぼ
う
小
笠
原
の
海
藻
― 
《
日
時
》
３
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午
頃 
《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー  

 

《
講
師
》
一
木
重
夫
氏 

 

《
持
ち
物
》
ハ
サ
ミ
・
お
わ
ん
・
は
し 

【
写
真
教
室
】 

―
デ
ジ
カ
メ
で
撮
る 

初
心
者
の
た
め
の
写
真
教
室
― 

 

《
日
時
》
３
月
25
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
》
冨
田
マ
ス
オ
氏 

 

《
持
ち
物
》
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ 

【
注
意
事
項(

各
観
察
会
共
通)

】 

 

○
対
象
者
（中
学
生
以
上
）  

 

○
事
前
予
約
制 

 

○
定
員
各
15
名
程
度
（先
着
順
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
17
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
18
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

調
理
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

【
募
集
職
種
】 

○
チ
ー
フ
調
理
員
（非
常
勤
） 

 
 

《
勤

務

日
》
月
曜
日
～
金
曜
日 

《
勤
務
時
間
》 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
内
５
時
間 

○
登
録
調
理
員
（パ
ー
ト
） 

 

《
勤

務

日
》
週
２
日
以
上
可
能
な
方 

《
勤
務
時
間
》 

午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分
の
内 

３
時
間
～
４
時
間 

 

【
業
務
内
容
】 

調
理
等
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
業
務 

【
勤
務
期
間
】 

 
 

４
月
１
日
～
（予
定
） 

事
前
研
修
有
り 

【
採
用
人
員
】
若
干
名 

【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（
水
）～
10
日
（
金
）  

【
そ

の

他
】
経
験
者
歓
迎 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
職
員
募
集
（父
島
） 

 

【
採
用
人
数
】
若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

小
笠
原
の
観
光
案
内
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
製
作
・
会
計
業
務
・島
内
外
関
係
機
関
と

の
交
渉
な
ど 

【
採
用
予
定
日
】
４
月
１
日 

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
後
面
接
試
験 

【
面
接
日
お
よ
び
会
場
】 

 
 

３
月
24
日
（
金
）
小
笠
原
村
観
光
協
会
（父
島
） 

【
申
込
資
格
】 

○
専
門
学
校
お
よ
び
短
・
大
学
卒
業
以
上
の
者 

○
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
者
（Ａ
Ｔ
限
定
不
可
） 

【
申
込
方
法
】 

次
の
内
容
が
わ
か
る
書
類
を
メ
ー
ル
も
し
く

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
履
歴
書
（写
真
貼
付
、
来
島
回
数
明
記
） 

②
職
務
履
歴
書
（書
式
自
由
・
具
体
的
に
記
載
）  

③
志
望
動
機
（８
０
０
字
程
度
、
テ
ー
マ
「
あ
な
た
の

キ
ャ
リ
ア
を
観
光
協
会
の
仕
事
に
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
」） 

④
使
え
る
Ｐ
Ｃ
の
Ｏ
Ｓ
（Ｗ
ｉ
ｎ
／
Ｍ
ａ
ｃ
）ソ
フ
ト
一
覧 

 

⑤
い
つ
か
ら
小
笠
原
で
仕
事
が
で
き
る
か 

【
申
込
期
限
】
３
月
５
日
（
日
）
必
着 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
観
光
協
会
（担
当
・
花
里
、
大
久
保
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 

福
祉
バ
ザ
ー
＆ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（父
島
）  

 

【
日
時
】
３
月
12
日
（
日
）午
前
11
時
～
午
後
２
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

【
内
容
】
衣
類
・
雑
貨
・
家
具
等
の
販
売
、
食
べ
物

の
販
売 
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※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご 
来
場
は
で
き
る
だ
け
お
避
け
く
だ
さ
い
。 

 

◎
バ
ザ
ー
の
寄
付
物
品
募
集 

 

３
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
「
亜 

由
美
の
店
」
コ
ー
ナ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集 

  

雑
貨
の
店
・
食
べ
物
の
店
（
事
前
に
要
相
談
）
の

出
店
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

出
店
希
望
者
の
場
所
取
り
は
、
当
日
の
午
前
９
時 

か
ら
で
す
。
譲
り
合
っ
て
出
店
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
売
り
上
げ
の
一
部
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

４
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

４
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
４
７
０
円
（
＋
９
１
０
円
） 

小
人 

４
２
４
０
円
（
＋
４
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
３
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

２
１
２
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
０
０
円
（
＋
５
８
０
円
） 

小
人 

２
７
６
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
６
４
５
円
（
＋
５
８
１
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
０
４
円
（
＋
５
４
４
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
６
４
円
（
＋
５
０
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
６
６
円
（
＋
58
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
３
円
（
＋
44
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（※
） 

お
よ
び
通
信

衛
星
の
切
替
え
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
放
送
が
中
断

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
】 

《
予

想

日
》３
月
８
日
（
水
）
～
11
日
（
土
） 
 

《
予
想
時
刻
》
午
後
０
時
44
分
頃
か
ら
約
６
分
間 

【
通
信
衛
星
の
切
替
え
】 

《
日 

時
》
３
月
13
日
（
月
） 

午
前
２
時
30
分
～
４
時 

《
予
備
日
》
３
月
20
日
（
月
） 

午
前
２
時
30
分
～
４
時 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象 

太
陽
、
放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ 

と
き
に
、
衛
星
か
ら
の
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽

雑
音
を
受
け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。 

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 

◎
脱
退
手
続
き
の
お
願
い 

  

転
勤
等
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
員
の
方

は
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

 

《
母
島
》 

母
島
支
所 

 

《
父
島
》 

小
笠
原
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

  ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

太
陽
熱
雑
音
の
電
波
妨
害 

  

太
陽
熱
雑
音
の
電
波
妨
害
に
よ
り
次
の
時
間
帯
は

本
土
と
の
通
信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

３
月
５
日
（
日
）
～
10
日
（
金
）  

 

○
午
前
10
時
45
分
ご
ろ
か
ら
約
５
分
間 

 

○
午
後
０
時
６
分
ご
ろ
か
ら
約
６
分
間 

【
影
響
】 

 
 

こ
の
時
間
、
通
信
の
途
切
れ
、
雑
音
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
東
京
西 

一
一
三
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ
（局
番
な
し
）１
１
３  

あ
そ
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
大
神
山
を
散
歩
し
よ
う
】 

 

歩
き
な
が
ら
小
笠
原
の
春
を
感
じ
よ
う
。 

《
日
時
》
３
月
１
日
（水
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
み
物 

【
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う
】 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
仕
事
を
知
ろ
う
。 

《
日
時
》
３
月
８
日(

水) 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

【
生
き
物
さ
が
し
の
達
人
】 

 

三
日
月
山
ま
で
歩
い
て
探
し
て
み
よ
う
。 
《
日
時
》
３
月
12
日
（日
）
※
予
約
制 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
・
中
学
生
対
象
）  

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

お
弁
当
・
飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・
雨

具
（
カ
ッ
パ
・
傘
等
）
・
あ
れ
ば
双
眼
鏡
・

う
で
時
計 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
】
※
予
約
制 

 

葉
脈
で
し
お
り
を
作
ろ
う
。 

《
日
時
》
３
月
15
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
３
年
生
以
上
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

タ
オ
ル
、
い
ら
な
い
歯
ブ
ラ
シ
、
小
さ
め
の
葉 

２
～
３
枚
、
汚
れ
て
よ
い
服
装
・帽
子 

【
星
空
の
達
人
】
※
予
約
制 

 
 

内
地
で
は
見
え
な
い
星
の
伝
説
を
知
ろ
う
。 

《
日
時
》
３
月
19
日
（日
） 

午
後
３
時
～
８
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
お
弁
当
・
暖
か
い
服
装 

【
ミ
ニ
達
人
教
室
＆
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
】 

 
 

ス
テ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
。 

《
日
時
》
３
月
21
日
（火
） 

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※ 

保
護
者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
（無
料
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
昨
年
６
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
「あ
そ
び
の
達

人
教
室
」は
今
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。 

【
受
付
開
始
日
】
３
月
２
日 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７３ 号 ― 

 

たばこの話 その２ 
今月号では禁煙の方法についてお話をします。タバコを吸っている人が吸うのをやめると体に変化が現れます。始めの

うちはニコチンの離脱症状（吸いたい気持ちになる、イライラする、頭痛、だるいなど）がでてくるために、それをいか

に和らげて乗り切っていくかが勝負になります。ニコチンの離脱症状を和らげるのに役立つ 2 種類の方法をご紹介しま

す。禁煙の方法は他にもたくさんあります。関連書籍やインターネットの情報もありますのでぜひお問い合わせください。 

  

                  

                                                          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                            イルカの伝言版 

 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係 ２－3939 

イルカ：今月はゲストは小笠原村診療所歯科医師の山口哲也先生です。 

山口先生の禁煙体験談を聞かせてください！ 

山口先生：母島診療所の伊田先生がパッチで禁煙したという話を聞いたので試しに

やってみたら驚くほどすんなりやめられました。パッチは 1 ヶ月間くらい

使用しましたが途中からは貼らずにすむこともありました。禁煙してから

は食欲がでて太ってしまいましたが、喉の調子などは良くなり、人に気兼

ねすることがなくなった分気楽になりましたよ。 

イルカ：禁煙は歯周病の予防にもなるのですよね！ 

貴重なお話しどうもありがとうございました。 

【イルカの伝言板のゲスト募集中！！！】 

 健康に関するミニコラムや体験談などを書いていただける方を募集しています。興味

がある方はご連絡ください。 

 

ニコチンパッチ（ニコチン代替療法） 

ニコチンパッチは皮膚にはるシール型の薬です。皮膚に貼るこ

とで少しずつ体内にニコチンが吸収されて、禁煙によるニコチ

ンの離脱症状を和らげるために禁煙しやすくなります。 

☆どうすれば受けられるの？ 

父島、母島の診療所に外来受診をします。料金は診察料とパッ

チの代金を含めて1日あたり500円前後(タバコ2箱よりも

安いくらい)です。通常4週間程かかるので2万5000円か

ら3万円前後ですが、４～6週間でやめられる人もいます。

☆武井先生（小笠原村診療所医師）からのメッセージ 

「一度で成功しなくても大丈夫です。何度でもチャレンジして

ください。禁煙を先伸ばして吸い続けるより、少しでも吸わな

い時間を作りましょう。タバコを止めた瞬間から体は健康へと

回復を始めます。」 

日常生活で工夫をする(行動療法) 

禁煙する際に役立つ工夫をご紹介します。 

１、うんと冷たい水や熱いお茶を飲む 

２、痛み刺激で気を紛らわせる 

３、歯ブラシなど、禁煙グッズを使う 

４、体を動かす 

５、深呼吸などのリラックス法を習得する 

６、野菜をたくさん食べる 

７、酒席は2週間避ける 

８、タバコの煙に近寄らない 

９、気楽な気持ちで禁煙を伸ばしていく 

 

その他、早めに寝てしまう、マスクをかける 

などもあります。 

禁煙に踏み切れない方、決心がつかない方へ 

ふとタバコをやめようと思うことがあったとしてもその数分後にはタバコを

吸いたくなっていたり、様々な理由があって無理だと感じて禁煙の決心をできな

いというのは多くの喫煙者の方にはごく普通のことです。「禁煙する決心」がな

くても禁煙は始められます。実際に禁煙の方法を実行してみれば決意・決心はあ

とからついてきます。具体的な行動を「禁煙の練習」として試してみることをお

勧めします。                      保健師より    

注：本物のイルカはタバコを吸いません。 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、

 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
９
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療
（
産
科
・
婦
人
科
） 

 
 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
６
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
８

        

日

   

（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
  

      

９

         

日

  

（木
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 

            

10
日
（金
）
午
前 

 

          
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    

 

13
日
（月
）
午
前 
 
 
 
 
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
そ
の
他
】 

右
記
日
程
以
外
で
の
受
診
日
等
を
ご
希
望
の
方
は
、

診
療
所
へ
お
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
準
備
会

合
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

先
の
２
月
20
日
、
東
京
都
と
村
が
共
同
事
務
局
と

な
り
、「
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
準

備
会
合
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
は
、
東
京
か
ら
環
境
省
並
び
に
林
野
庁

の
関
係
者
を
迎
え
、
地
元
の
関
係
団
体
の
方
々
の
参

加
も
頂
い
て
、
小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
も
の
で
す
。 

会
議
で
は
、「
世
界
遺
産
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
」「
規

制
の
強
化
は
ど
う
か
」「
航
空
路
と
の
両
立
」な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
後
、
ま
と
め
と
し

て
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

① 

都
、
村
、
関
係
団
体
も
含
め
、
地
元
と
し
て
世

界
自
然
遺
産
の
登
録
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と 

② 

登
録
推
薦
に
向
け
て
、
候
補
地
の
適
正
な
管
理

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
国
も
含
め
た
関
係

行
政
機
関
に
よ
り「
地
域
連
絡
会
議
」を
設
立
し
、

地
元
の
関
係
団
体
等
に
参
画
を
得
て
、
連
絡
調
整

や
地
域
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と 

 

な
お
、
地
域
連
絡
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
環

境
省
、
林
野
庁
が
今
回
の
準
備
会
合
の
結
果
を
東
京

に
持
ち
帰
っ
た
う
え
で
、
今
後
事
務
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

村
と
し
て
は
、
今
回
の
準
備
会
合
が
小
笠
原
の
世

界
遺
産
登
録
の
た
め
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
登
録
の
た
め
に
は
、
外
来
種
対
策
や

保
護
担
保
の
問
題
、
空
港
と
の
両
立
な
ど
ま
だ
ま
だ

多
く
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
小
笠
原
の
す
ば

ら
し
さ
、
自
然
の
豊
か
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
守
っ
て

い
く
た
め
、
国
や
東
京
都
、
わ
た
し
た
ち
地
元
の
村

や
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 ◎
準
備
会
合
の
構
成
団
体 

 

【
国
の
行
政
機
関
】 

 

○
環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所 

 

○
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局 

 

○
小
笠
原
総
合
事
務
所 

○
国
土
交
通
省 

【
地
元
の
関
係
団
体
】 

《
農
業
》
東
京
島
し
ょ
農
協 

《
漁
業
》
小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

 
 
 
 
 

小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合 

《
観
光
》
小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

母
島
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
商
工
》
小
笠
原
村
商
工
会 

《
自
然
》
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会 

 
 

 
 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

【
事
務
局
】 

 

○
東
京
都
（
環
境
局
、
小
笠
原
支
庁
） 

○
小
笠
原
村 

 

※
今
後
の
取
り
組
み
体
制
（案
）と
し
て
、「地
域
連
絡

会
議
」の
設
立
の
ほ
か
、小
笠
原
の
世
界
遺
産
と
し

て
の
価
値
の
証
明
、
管
理
計
画
に
関
す
る
科
学
的

な
側
面
か
ら
の
提
言
、
遺
産
地
域
の
管
理
運
営
に

関
す
る
提
言
を
行
う
た
め
、
学
識
経
験
者
等
を
構

成
員
と
す
る
「科
学
委
員
会
」の
設
置
も
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
20 

「
嫁
島
に
い
た
コ
ブ
ち
ゃ
ん
」 

 

 

一
昨
年
の
村
民
だ
よ
り
９
月
号
で
紹
介
し
た
オ
ス

の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
、
コ
ブ
ち
ゃ
ん
（
個
体

識
別
番
号
＃
４
）
が
先
月
の
２
月
17
日
に
聟
島
列
島

の
嫁
島
周
辺
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ブ
ち
ゃ
ん
は

背
ビ
レ
が
い
び
つ
な
形
を
し
て
い
る
の
で
（写
真
）大

変
見
分
け
や
す
い
イ
ル
カ
で
す
。
父
島
周
辺
で
も
頻

繁
に
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
数
ヶ
月
行
方
知

れ
ず
に
な
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
今
回 

の
発
見
は
去
年
の
７
月
に
父
島
周
辺
で
発
見
さ
れ
た

以
来
で
、
イ
ル
カ

調
査
隊
は
約
半
年

間
も
コ
ブ
ち
ゃ 

ん
を
確
認
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

調
査
隊
員
は
「
嫁

島
に
い
た
の
か
」

と
ホ
ッ
と
一
安
心
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん
は
い

つ
父
島
周
辺
に
戻

っ
て
く
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

 
 ◎

ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

「
ク
ジ
ラ
は
な
ぜ
跳
ぶ
の
か
？
」 

 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
５
、
12
、
18
、
24
、
30
日 

 
 
 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
、
村
民
・会
員
は
無
料
） 

 

◎
第
42
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
裏
方
体
験
」 

 Ｏ
Ｗ
Ａ
の
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ

ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
形
式
で
手
伝
う
こ
と
を
今
月
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の
勉
強
会
と
し
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方

は
、
な
る
べ
く
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
～
９
時 

【
対
象
者
】
村
民
ま
た
は
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
57 

 

―
沖
縄
と
小
笠
原
を
つ
な
ぐ
も
の
― 

 

 

小
笠
原
か
ら
西
へ
約
１
６
０
０
km
。
北
緯
27
度

の
小
笠
原
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
位
置
す
る
沖
縄
「
美

ら
海
（
ち
ゅ
ら
う
み
）」
も
、
只
今
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ

ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
。
こ
れ
ら
２
海
域
間
で
は
、

同
じ
ク
ジ
ラ
の
移
動
、
調
査
研
究
、
元
カ
メ
セ
ン
タ

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で

交
流
が
あ
り
ま
す
。 

【
第
２
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
美
ら
海
】 

 

２
月
11
、
12
日
に
、
マ
ナ
テ
ィ
ー
や
イ
ル
カ
の
飼

育
に
お
い
て
有
名
な
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
主
催
で
、

「
鯨
学
と
海
牛
学
、
進
歩
の
現
況
」
と
題
し
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
洋
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
、
沖
縄
と
の
共
同
研
究
も
含
め
、
過
去
17

年
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
調
査
研
究
の
進
歩
を
発
表
し

ま
し
た
。 

【
元
カ
メ
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
】 

 

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
は
、
３
年
目
を
む
か
え
る
北

太
平
洋
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究
「
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｓ
Ｈ
」
の
一
員
で
す
。
こ
の
沖
縄
の
調
査
に
は
、
２

０
０
４
年
、
２
０
０
５
年
シ
ー
ズ
ン
に
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
経
験
を
つ
ん
だ
４
名
の
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の

ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
は
小
笠
原
に
比
べ
て
短
く
、
３
月

い
っ
ぱ
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、余
す
と
こ
ろ
１
ヵ
月
、

皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

        【
腰
が
曲
が
ら
な
い
ク
ジ
ラ
、
イ
ビ
】 

 

調
査
中
、
複
数
の
ク
ジ
ラ
を
確
実
に
見
分
け
る
た

め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
外
部
形
体
の
特
徴
を
つ
か
ん
で
、

と
っ
さ
に
呼
び
名
を
つ
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
フ
ジ
ツ
ボ
が
背
び
れ
に
つ
い
て
い
た
り
す

る
と
、「
あ
れ
は
フ
ジ
オ
！
」
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

特
徴
は
、
何
年
も
覚
え
て
お
り
、
再
会
時
に
一
目
見

た
だ
け
で
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
今
回
、
沖
縄
で
再
会
し
た
小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
は
、

背
ビ
レ
前
部
が
歪
（
い
び
つ
）
な
た
め
、
と
っ
さ
に

「
イ
ビ
」
と
呼
ん
で
か
ら
も
う
13
年
が
経
ち
ま
す
。

今
ま
で
、
同
シ
ー
ズ
ン
内
に
、
小
笠
原
と
沖
縄
を
行

き
来
し
て
い
る
ク
ジ
ラ
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の
「
イ

ビ
」
も
今
シ
ー
ズ
ン
小
笠
原
で
再
会
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
お
見
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ

さ
い
。 

         
  ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
(

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会) 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

 

 

この道 50 年の海人（うみ

んちゅ）の操船で、海域間

を移動中. 

背ビレ前部が歪で、背ビレから尾ビレが曲が

らないクジラ「イビ」（♂）.小笠原では、

93,96,97,98,02,05 年に確認.沖縄では今年

初確認. 

             

                             地産地消のすすめ 
 

《「島の料理法」常時募集中》 
昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみんなで守り伝えていきましょう。 
口述でも構いません。特にご年配の方からの情報をお待ちしています。 

 
 

◆キングバナナのハンバーグ（はなばーぐ）◆ 
―バナナの繊維質が肉の代わりをするヘルシーなハンバーグです― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

                                    ●問合せ先  
                                                          地産地消推進会議（総務課内)  ２―３１１１ 

  
 
 

《材料》             《作り方》 

 
 

Ａ：キングバナナの花  ２個   １．バナナの花の苞の赤紫の部分を除く 
Ｂ：玉ねぎ       １個     （バナナの小花（実になる部分の花）の雌ずいは硬いので除いたほうがよい)  
Ｃ：卵         ６個   ２．大き目の鍋にたっぷりの水を煮立て、酢を５０㏄入れ、たてに四つ割にした  
Ｄ：パン粉       １袋    バナナの花を入れゆでる。 
Ｅ：酢         50㏄              ３．つけねの部分にクシが軽くとおればザルに上げ、水にさらし軽くしぼる。 
Ｆ：塩         少々   ４．花のつけねの方から小口切りにする。 
Ｇ：コショウ      少々   ５．きざみ終わったら少し口に入れてみて、苦みが残っていれば、水にさらした後、

しぼって水気を切る 
                 ６．これに、玉ねぎのみじん切りを加え、パン粉と卵を入れ手でまとまる程度の固 

さにして、フライパンに油をひいて焼き上げる。 
 



出港日

高齢者在宅調理スタッフ申込（～10）

定期予防接種・ポリオ

芝税確定申告相談（父島 ～3,6） 入港日

父島ノヤギ駆除 東京三弁護士会法律相談（母島）　

小笠原高校卒業式 小笠原中学校卒業式

東京三弁護士会法律相談（父島）

入港日 高校図書館開放

ビジターセンター春の特設展(～4/19)

高校図書館開放 母島小・中学校卒業式

くじらフェスタ２００６

父島観光協会職員申込締切日 出港日

母島フェスティバル 母島巡回労働相談

ＯＷＡナイトレクチャー(12,18,24,30) ビジターセンター講演会

　｢カメラマンと追いかけた小笠原と世界のクジラたち」

産科・婦人科専門診療（母島）

東京都職員申込締切日

出港日 小笠原小学校卒業式

村議会第1回定例会（父島 ～8,24）

村民意見・提案・相談受付窓口 入港日

産科・婦人科専門診療（父島 ～13）

テレビ地上波中断（～11,13）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父島ノヤギ駆除 ビジターセンター「海藻観察会」

ビジターセンター「写真教室」

村営バス事業業務委託説明会開催

出港日

入港日

ビジターセンター「遊歩道トレッキング」

高校図書館開放

福祉バザー＆フリーマーケット（父島）

入港日

森林生態系保護地域設定委員会開催

出港日 ビジターセンター講演会

予算特別委員会（父島 ～15） 　｢ザトウクジラのソング｣

18 土

17

日

27

木

金

土

金31

水

1 水

19

21

25

29

28

日

日付 曜日 行　事　予　定

5 日

4 土

月

16

行　事　予　定日付 曜日

金

木

15 水

9

22

火

水

8 水

20

6

火

月

7

30 木

月

23 木

土

26

24 金

火

日12

10

14 火

13 月
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2 木
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春分の日




